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本
年
一
月
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
に
お
い
て
、
米
国
経
済
や
原
油
高
な
ど
外
的
要
因
に
左
右
さ
れ
や
す
い
弱
さ
を
克
服
し
て

自
律
型
経
済
を
目
指
す
た
め
に
と
、
内
閣
府
に
「
構
造
変
化
と
日
本
経
済
」
専
門
調
査
会
を
設
置
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
る
な

ど
し
て
い
る
が
、
「
自
律
的
経
済
」
を
指
向
す
る
に
あ
た
っ
て
弊
害
と
な
り
う
る
政
策
が
現
時
点
で
存
在
し
て
い
る
と
思
わ
れ

る
。従

っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

仮
に
、
超
低
金
利
政
策
（
い
わ
ゆ
る
ゼ
ロ
金
利
政
策
）
が
実
施
さ
れ
ず
、
一
九
九
三
年
度
の
金
利
が
二
〇
〇
七
年
度
ま
で

継
続
し
て
維
持
さ
れ
た
と
仮
定
し
た
場
合
、
一
九
九
三
年
度
か
ら
の
十
五
年
間
の
家
計
所
得
の
総
額
が
実
際
の
総
額
よ
り
い

く
ら
上
回
る
か
、
金
額
を
質
問
す
る
。

二

「
自
律
的
経
済
」
に
は
内
需
の
拡
大
が
不
可
欠
で
あ
る
が
、
家
計
所
得
の
実
質
的
減
少
を
も
た
ら
す
超
低
金
利
政
策
の
維

持
が
内
需
拡
大
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
、
現
時
点
で
内
閣
は
い
か
な
る
見
解
を
持
っ
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。


